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○きらめきケアセンター佐用
　TEL：（0790）83－2946　FAX：（0790）83－2920
○きらめきケアセンター上月　
　TEL：（0790）88－0001　FAX：（0790）88－0814
○きらめきケアセンター三日月
　TEL：（0790）79－2994　FAX：（0790）79－2900
○佐用朝霧園
　TEL：（0790）78－8050　FAX：（0790）78－8051

令和４年11月５日発行

205

（関連記事 3 ページ）

安全においしいお弁当を
　　　　　　　　お届けするために
食品衛生に関する基礎知識を学ぶ
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
、「
柿
色
」
を
し
た
オ
レ
ン
ジ

リ
ン
グ
が
配
ら
れ
て
い
ま
す
。「
オ
レ
ン
ジ
」
は
、江
戸
時
代
の
陶
工
・
酒
井
田
柿
右
衛
門
が
夕
日
に
映

え
る
柿
の
実
の
色
か
ら
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
作
り
出
し
た
赤
絵
磁
器
の
柿
色
に
由
来
し
て

い
ま
す
。赤
絵
磁
器
は
海
外
に
輸
出
さ
れ
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
認
知
症
支
援
・
啓

発
が
、日
本
か
ら
世
界
へ
広
く
知
れ
渡
る
こ
と
を
願
い
、「
オ
レ
ン
ジ
」
が
認
知
症
の
テ
ー
マ
カ
ラ
ー

と
な
り
ま
し
た
。温
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
の
色
は
「
手
助
け
し
ま
す
」
と
い
う
意
味
を
も
つ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
に
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
「
認
知
症
施
策
推
進
５
か
年
計
画
」
の
通
称
は
オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
と
い
い
、認
知
症
カ
フ
ェ
の
名
称
に
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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現在、募金付き自販機を設置し、募金活動にご協力いただける事業所・団体等を

募集しています。

設置業者は、売上金の一部を共同募金へ寄付していただくことにより、地域貢献が

でき、購入者は、物品購入により、寄付という社会貢献に繋がります。

それぞれの活動が地域支援につながる新しい寄付のカタチです。

お申込みやお問い合わせは、佐用町共同募金委員会へお願いいたします。

兵庫県共同募金会 佐用町共同募金委員会

〒 佐用町東徳久 番地 佐用町社会福祉協議会内

（電話） （ ） （ ） ＠ ｊｐ

今年も１ 月１日から、全国一斉に地域歳末たすけあい運動が始まります。

地域歳末たすけあい募金は、募金額の全額が町内の福祉活動（歳末愛のお助け隊・歳末ふれあ

い事業・子育てひろば合同イベント等）に役立てられています。

募金活動は、支え合う関係づくりの大切な社会資源となります。

支え合い、よりよい社会づくりに、みなさまのご協力をお願いいたします。

 募金 インターネットで、募金ができます

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
  
 
 

  
 

赤い羽根募金付き自販機設置オーナー募集
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金
額

料
金

備
考

各
票
の
※
印
欄
は
、
ご
依
頼
人
様
に
お
い
て
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

千 百 十 万 千 百 十 円
※

02

これより下部には何も記入しないでください。

加
入
者
名

ご
依
頼
人
・
通
信
欄

日

附

印

※
千 百 十 万 千 百 十 円

この受領証は、大切に保管してください。

※
おなまえ

様

振替払込請求書兼受領証

口
座
記
号
番
号
加
入
者
名

金
額

料
金

備
考

ご
依
頼
人

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

通常払込
料金加入
者 負 担

通常払込料金
加 入 者 負 担

※
おところ・おなまえ

口 座 記 号 番 号

日 附 印

ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。（承認番号大第60118　　号）

払　 込　 取　 扱　 票
大　阪

0 0 9 9 0 1 6 1 0 4 50 0 0 9 9 0

1 6 1 0 4 5

0

賛助会員とは、社協が行う各種事業に賛同していただき、活動を財政面で支えていただく個人及び企

業・法人、団体のことです。賛助会費は、ボランティア活動推進事業や福祉教育推進事業、ひとり暮らし

高齢者のつどい事業、福祉委員活動推進事業など、さまざまな事業に活用されます。

多くの方に活動の趣旨をご理解いただき、気軽にできる地域貢献活動の一環として、ご協力いただき

ますようお願い申し上げます。

令和４年度 佐用町社会福祉協議会

＜お問い合わせ＞ 地域福祉課 総務係 電話：

※賛助会費は、その金額によって個人の方は、所得税法上の寄付金控除及び町県民税の寄付金税額控除の対象となり
ます。また、法人の方は法人税法上一定の限度額まで損金算入が可能です。

※郵便局（窓口・ATM）で「現金」にて払込みをする場合、１１０円（税込）の料金が発生します。
※通帳またはキャッシュカードを利用し、ご自身又は会社等のゆうちょ銀行口座からご送金される場合は、料金は
発生いたしません。

●会費納入方法は、本会事務局へ直接納入していただくか、下記の払込取扱票に必要事項を記入し、お近く

の郵便局で会費をお振込み願います。また、ご連絡をいただければ、職員が会費を受け取りにお伺いさせ

ていただきます。

●入金確認後、所定の領収書をお送りします。

○気軽にできる地域貢献活動です ○税額控除制度が適用できます

何口でもご加入いただけます

会費（年額） 一口 ３，０００円

賛助会員募集のご案内
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（ご注意）
・この用紙は、機械で処理しますの
で、口座記号番号および金額を記
入する際は、枠内にはっきりとご 
記入ください。
また、用紙を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。

・この用紙は、ゆうちょ銀行または
郵便局の払込機能付きＡＴＭでも
ご利用いただけます。

・この用紙をゆうちょ銀行または郵
便局の渉外員にお預けになるとき
は、引換えに預り証を必ずお受け
取りください。

・払込みの際、法令等に基づき、ご
依頼人様（および代理人様）の運
転免許証等、顔写真付きの公的証
明書類のご提示をお願いする場合
があります。

・この用紙の通信欄・ご依頼人に記
載されたおところ・おなまえ等は
、加入者様に通知されます。

・この受領証は、払込みの証拠とな
るものですから大切に保管してく
ださい。 
なお、備考欄に「口座払」の印字
をしたものは、通常貯金口座から
指定口座への払込みが行われたも
のです。

収入印紙
課税相当額以上
貼 付

印
（2020.2）
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　「介護の日」とは、介護について理解と認識を深め、介護を受ける方とその家族を、そして介護に
従事する方を支援するとともに、それらを取り巻く地域社会における支え合いや交流を促進する観
点から、高齢者や障害者等に対する介護に関し、国民への啓発を重点的に実施するための日として
厚生労働省が定めました。１１月１１日を介護の日とする理由は、「いい日、いい日、毎日、あった
か介護ありがとう」を念頭に、「いい日、いい日」にかけた覚えやすく、親しみやすい語呂合わせと
されたものです。
　兵庫県では、兵庫県老人福祉事業協会主催で介護の日イベントが行われます。興味のある方なら
どなたでも参加できますので、「介護の日イベント　兵庫県」で検索、もしくは兵庫県老人福祉事業
協会のホームページをご確認ください。
　また、介護に関するちょっとした悩みごとや困りごと、介護サービスをこれから受けようと考え
ているけれどどうしたらいいかわからない等、相談先にお悩みの方は、佐用町社会福祉協議会　居
宅介護支援事業所（電話８３－２９４６）にご相談ください。（※相談料は無料です）

「介護 日 とは 介護 方と 家族を し 介護
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エンジェル

ひまわり

ひだまり

町民ペンリレー（№203）

原
は ら

　　 徳
と く

　 光
み つ

さん （30 歳）
（佐用町佐用）

質問：自己紹介をして下さい。

答え：令和２年から、はりきゅう整体サロン　ハリラクを経営しております。

　　　鍼灸師の原徳光です。

質問：趣味・特技はなんですか？

答え：バスケットボールをするのも観るのも好きです。小学生からバスケッ

　　　トボールをしていて、今も練習頑張っています。

質問：毎日続けていることはありますか？

答え：体力を維持する為にスクワット、腕立て伏せ、腹筋をしています。

質問：最近嬉しかったことはありますか？

答え：娘が生まれて毎日すくすく大きくなっている事です。

質問：最近のマイブームは何ですか？

答え：アニメが好きで、最近は『頭文字D』を見る事が楽しみです。

質問：最近、気になっていることはありますか？

答え：Bリーグ（日本プロバスケットボールリーグ）のどのチームが優勝するか

　　　気になります。太りはじめたので食事のカロリーを気にする様になりました。

質問：夢や目標は何ですか？

答え：自分と家族が健康でいてくれたら嬉しいです。佐用町の皆さまの体と心のケアをする仕事を続ける事

　　　が目標です。

椿　祐樹さんからのメッセージ：また一緒に音楽やりましょう！仕事もお互いがんばろう！

　子育てひろば「ひだまり」で自由遊びをしました。

　朝から雨が降り少し肌寒い日でしたが、２組の親子の参加があ

りました。

　ままごとをしたり、アンパンマンのおもちゃで遊んだり、滑り

台で遊んだり、広い部屋を元気いっぱい走り楽しい時間を過ごし

ました。

　１１月９日（水）１０時から南光生きがいドームで、子育てひ

ろば「ミニ運動会」を開催します。参加申込が必要ですが、当日

参加も受付します。たくさんの皆さまの参加をお待ちしています。

▲自身が経営するはりきゅう整体

　サロンの前で微笑む原さん

「ひだまり」

▲おもしろそうなおもちゃを発見！


